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特定非営利活動法人都岐沙羅パートナーズセンター

2021（令和 3）年度事業計画及び予算
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■■■■■with コロナ社会における私たちの基本姿勢■■■■■

with コロナ社会であっても、私たちは立ち止まらない。
状況に応じたやり方をその都度生み出し、

将来を見据えた地域づくりの歩みを後押しし続けます。

コロナ禍によって対面・集合型での事業実施が難しい状況となっています。
しかし、私たちは闇雲に一律中止という判断はしません。

置かれている地域の状況を冷静に見極め、一つ一つを慎重に判断し、
どうやったら・どこまでなら実施できるかを懸命に考え、
細心の注意を払いながら行動を起こしていきます。

いまは自粛が基本となっていますが、
これからは徐々に日常の営みを取り戻していくことが大切になります。
まずはできる範囲から。やり方を大きく変えることも時には必要でしょう。

「歩きながら考える」
この基本姿勢のもと、私たちは前に進んでいきます。

　【都岐沙羅ビジョン 2018】
　※私たちが重点的に取り組むべきことを方針としてまとめたものです。2018（平成30）年度より、
　　この方針に基づいて事業を展開しています。

　Ⅰ	 地域の将来を冷静に見据え、今まで以上に分野の壁を超えた横断的な
	 取り組みを増やす。
	 ▷特に「福祉」と「教育」の分野で、地域との多様な協働・連携を促す。

　Ⅱ	 これからの時代に即した組織体制のあり方と担い手の育成システムを
	 探究し、その実践を積極的に促す。
	 ▷地域・社会の変化に対応し、持続可能性を高める「変革」を積極的に働きかける。

　Ⅲ	 地域内外の人材の相互交流の裾野を広げつつ、交流密度を高めるため
	 の新たな仕組みを探究・実践する。
	 ▷多様な人材が参画・協働して地域課題の解決にあたる仕組みを模索・試行する。

Ⅰ　2021 年度事業計画
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【重点方針 2021】
　※都岐沙羅ビジョン 2018（次頁参照）を踏まえつつ、2021 年度は以下の方針を重視して事業を展開していきます。

　①産官民の協働プロジェクトの持続可能性向上
	 ▷ 2019 年から取り組んでいる障がい者アートプロジェクト。産官民が協働し、三方よし
	 　の事業として 2021 年秋から本格スタートします。これをしっかりと軌道に乗せ、持続
	 　可能な仕組みとなるよう、協働の輪をさらに広げていきます。

　②地域の持続可能性を高めるための仕組みの進化をより強く促進
	 ▷ 2020 年国勢調査速報値から、村上地域の人口減少は想定を超えるスピードで進展して
	 　います。地域の持続可能性を高めるために、地域の現場では様々な工夫・取り組みが展
	 　開されるようになってきましたが、社会的な制度・仕組みの進化が遅々として進んでい
	 　ません。

	 ▷これまでは地域の現場支援に力を注いできましたが、今後は、制度・仕組みの進化・アッ
	 　プデートをより強く後押ししていくために、政策提言を含めた取り組みにも注力してい
	 　きます。

　③法人設立 20周年記念イベントの開催
	 ▷ 2001 年 3月 1日に NPO法人を設立してから 20年が経ちました。「広がりのある公を
	 　つくる」このミッションのもと、ひたすら走り続けた 20年でした。私たちを支えてく
	 　ださった皆さまに深く深く感謝すると共に、持続可能な地域づくりをさらに加速させて
	 　いくための機会を、法人設立 20周年記念イベントとして実施します。

	 ※ 2021 年 12 月初旬に開催を予定しています。
	 ※開催方法・内容については、コロナ禍の状況を踏まえながら検討していきます。

１．特定非営利活動に係る事業
　1-1　特定非営利活動に係る事業の実施方針
	 多様な主体・分野・地域の中間に立ち、相互の連携・協働を円滑に促す潤滑油となって能
	 動的に地域の元気づくりと持続可能性の向上に繋がる事業を開拓・実施していく。

　1-2　実施する事業
　１）住民活動支援事業
	 村上地域内の住民活動を質的・量的に高める各種支援を実施する。

	 　【主な事業】	 ①住民活動支援窓口の開設
	 	 	 ②街なか拠点の運営協力
	 	 	 ③事務支援事業
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　２）コミュニティビジネス／ソーシャルビジネス支援事業
	 コミュニティビジネス／ソーシャルビジネス（以下、CB/SB）の立ち上げや、ネットワー
	 ク型事業のプロデュース・コーディネート、CB/SB 育成・支援に関するノウハウ移転事業
	 等を地域内外で実施する。

	 　【主な事業】	 ① CB/SB の立ち上げ支援
	 	 	 ②ネットワーク型の CB/SB のプロデュース・コーディネート事業　等

　３）地域ツーリズム開発・プロモーション事業
	 グリーン・ツーリズムや着地型観光、都市農村交流等の地域ツーリズムを推進していくた
	 めに、新たなプログラム開発や各種プロモーション事業等を実施する。

	 　【主な事業】	 ①村上地域グリーン・ツーリズム協議会事業の推進及び事務局業務の実施
	 	 	 ②村上・岩船地域への誘客につなげるための各種プロモーション事業の実施
	 	 	 ③朝日まほろば夢農園事業の推進
	 	 	 ④新たな観光・ツーリズムの開発・コーディネート　　等

　４）地域づくり事業のコーディネート
	 地域づくりに関する各種事業のコーディネート等を実施する。

	 　【主な事業】	 ①課題解決型事業の育成に係る事業
	 	 	 ②地域まちづくり組織への各種支援
	 	 	 ③地域おこし協力隊／集落支援員への各種支援
	 	 	 ④林業体験プログラムのコーディネート
	 	 	 ⑤地方公共団体等から受託した地域づくりに関する事業の実施
	 	 	 ⑥小規模多機能自治の推進・普及

　５）商品開発・販路開拓支援事業
	 農商工連携や多様な主体・分野が連携して行う新商品・新サービス開発や販路拡大のため
	 の各種支援を実施する。

	 　【主な事業】	 ①商品開発・販路開拓に関する各種支援

　６）情報受発信事業
	 地域内外の地域づくりに関連する情報の収集・発信を多様な媒体を通じて実施する。

	 　【主な事業】	 ①インターネットを活用した情報発信

　７）講師派遣・視察受入
	 地域内外からの依頼に応じて、各種講演会や研修会などへの講師を派遣する。
	 当組織や地域内の CB/SB 事業者、各種地域づくり団体への視察受入・コーディネートを行う。

２．その他事業
　2-1　その他事業の実施方針
	 まちづくり・地域づくりに関する情報提供の一環として、関連する書籍等の販売を行う。

　2-2　実施する事業
　１）物販事業
	 まちづくりに関連する出版物等の委託販売を行う。




